
 

様式第１号（第６条関係） 

 

仙北市若者マイホーム取得助成金交付申請書 
 

年  月  日 

 

仙北市長 様 

 

申請者 住所 

氏名              ㊞ 

電話番号 

 

仙北市若者マイホーム取得助成金の交付を受けたいので、仙北市若者マイホーム取得助成

金交付要綱第６条の規定により、次のとおり申請します。 
 

住宅取得の区分 □ 住宅の新築 □ 建売住宅の購入 ※中古住宅は対象外 

契約締結年月日 年  月  日 

住宅の所在地  

住宅の所有者 □ 単独名義 □ 共有名義（申請者夫婦の持分が１／２以上） 

延床面積（居住部分） ㎡ ※居住部分が 50㎡未満の住宅は対象外 

世帯構成 氏名 続柄 生年月日 年齢 勤務先等 

  世帯主    

      

      

      

      

確認事項 

□ 定住する意志を持って住宅を取得した夫婦で、契約締結日 

において、夫及び妻がいずれも 45歳以下である。 

□ 世帯全員が、過去に仙北市若者マイホーム取得助成金及び 

仙北市次世代定住支援事業補助金の交付を受けたことがない。 

同意事項 
□ 本申請にあたり、世帯全員の市税等の納付状況について、 

市長が公簿等により確認することに同意します。 

交付申請額 円 
☑ 基本額     500,000円 

□ 市内業者加算額 200,000円 

添
付
書
類 

（１）工事請負契約書の写し又は売買契約書の写し 

（２）住宅の位置図、平面図及び居住部分の延床面積が確認できる書類 

（３）建物の登記事項証明書（所有権保存登記等が完了したもの） 

（４）世帯全員の続柄の省略されていない住民票 

（５）その他市長が必要と認める書類 

備考 該当する項目の□にチェック☑してください。 



令和3年4月制定

年 月 日

□ 10代 □ □ □ □ □

□ 10代 □ □ □ □ □

□ □ 災害が少ない □ その他

８．あなたは本事業によって、これから仙北市に定住する若者が増えると思いますか。

□ 思う □ 思わない □ どちらでもない

全く役立たなかった

４．住宅取得（新築・購入）にあたって、親族や勤務先からの金銭的支援はありましたか。

□ □ なかった

６．居住地を決める際に思い浮かべる条件のうち、どのような点を重視しますか。【複数回答可】

□ □ 保育・教育施設 □ 自然環境

□ □ 親族との距離 □ 買い物や娯楽施設

□ あまりなかった □ 全くなかった

３．住宅取得（新築・購入）にあたって、経済的不安がありましたか。

□ □ ある程度あった

□ 思う □ 思わない

全くそう思わない

世帯情報

２．市の事業周知は十分であると思いますか。

１．本事業をどのような方法で知りましたか。

施工建設業者から

□ 市のホームページ

□ 親族・知人から

□ 市役所の窓口

□ その他

その他、ご意見ご要望ご感想などお聞かせください。

ご協力ありがとうございました。

□

□

５．本事業は、住宅取得（新築・購入）のきっかけの一つになったと思いますか。

□ とてもそう思う □ ある程度そう思う

□ あまりそう思わない □

40～45歳

40～45歳

記 入 日

※原則当てはまるものを １つ 選んでください。

本事業は、仙北市における若者の定住を促進し、活力に満ちたまちづくりを推進することを目的として実施し

ています。今回申請いただいた若者マイホーム取得助成金について、よりよい事業とするため、お手数ですが

アンケートにご協力ください。

若者マイホーム取得助成金に関するアンケート

25～29歳

25～29歳

30～34歳

30～34歳

35～39歳

35～39歳

夫の年代

妻の年代

20～24歳

20～24歳

市の広報誌・チラシ

とてもあった

職場への距離

あった

医療・福祉施設

安く購入できる土地・建物

とても役立った

７．本事業は、あなたが仙北市に定住する意思決定に役立ったと思いますか。

□ □ ある程度役立った

□ あまり役立たなかった □


